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　肝炎とは、肝臓が炎症を起こし、肝細胞が壊れて肝臓の働きが悪くなる病気です。�

　原因はさまざまですが、日本では「肝炎ウィルス」による「ウィルス性肝炎」が約80％を占めています。�

　まずは検査を受けて感染の有無を確認することが大事です。ウィルスに感染していてもすぐに治療を受

ける必要がないこともあります。検査で感染がわかったら、専門医や専門病院に相談しましょう。�

　町では、春の検診希望調査で「検査を受けたことがない」「わからない」と答えた方々のうち、無料ク

ーポンの対象にならない39歳以下の方にこの検査の利用をおすすめします。対象の方には通知をします

ので、検査を希望の方は是非お申し込みください。（申込み定員　200人）�

① 医療機関での検査（無料肝炎ウィルス検査契約医療機関）　＊病院名略称�

　ハタハタの町診療所、山本組合病院、社会保険病院、医師会病院、平野医院、瀬川医院、永沢医院、�

　山須田医院、後藤内科、おおたファミリークリニック、能代南胃腸内科肛門外科、さいとう医院、�

　荒谷医院（二ツ井）、佐藤医院（三種）、ドラゴンクリニック（三種）�

②保健所での検査（無料ですが予約が必要です。）　能代保健所　　52－4331

●知らないうちに感染している可能性がある。�

　血液・体液を介しての感染が多く、最近は若い世代を中心に性行為による感染（B型）の報告が

増えている。�

●放置すると、慢性肝炎、肝硬変、肝がんに進むおそれがある。�

　ウィルスは細胞を徐々に破壊し、肝臓の働きが元に戻れなくなり肝硬変、肝がんへ進む場合があ

る。�

●自覚症状がないまま病気が進行していく。�

　病気がかなり進んでも、症状がない場合が多い。�

●早期発見すれば治療が可能。�

　医療費の助成もあり、体に負担の少ない新しい治療法が確立されている。早期発見・治療が有効

です。�

ウィルス性肝炎の特徴�

検査日� 時　間�

11月２日（土）�

11月３日（日）�

会　場�

八森保健センター�

峰栄館�

午前9：30～11：00�

午後1：00～ 3：30

対　　　　象�

19歳～39歳の肝炎検査歴のない方�
＊献血をしたことのある方は除く。（献血検査の必須項目に�

　なっています。）�

＊骨粗しょう症検診・大腸がん追加検診と同日・同会場で実施します。（採血による検査）�

＊検査を希望する方は、10月23日（水）まで福祉保健課　健康推進係へ申し込んでください。�

�

40歳以上（クーポン対象以外）で検査を受けたことのない方は下記の無料検査をお勧めします。�

　八峰町営診療所、ハタハタの町診療所、瀬川医院、山本組合病院にて平成26年３月31日までに検査を

受けてください。�

クーポン券対象でまだ検査を受けていない方は･･･�

■問合せ先　　八峰町福祉保健課　健康推進係　　７６－４６０８�


